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図2:二つの視点で読み取り (4年生）
3. 「モチモチの木／ごんぎつね」の実践
異学年で語り合う文学の世界
3. 1. 異学年交流へのさらなる挑戦
この実践では，異学年の交流を目指すに当たり三つ
の取り組みを設定した。
一つ目は，物語文を劇化するという単元のゴー）レを
そろえたことである。どちらの学年も同じ目標をもっ
ことで，異学年の交流が生まれやすい環境になると考
えている。また，どちらの学年も劇化にあたり，本文
から台本に作り変える。教科書の本文をそのままに行
うのではなく，台本をつくるという同じ活動を入れる
ことでお互いに意識をしながら学習を進めることがで
きる。また，台本作りは国語科として読みを深めるた
めのものである。本学級の子どもたちは1学期にも物
語を劇化したのだが，本文を大きく変えることはなく
音読劇のようであった。そのため，ナレーターの役割
が大きく，登場人物がいきいきと動くようなものでは
なかった。地の文をナレーターが読んでいる間は役者
の動きが止まってしまい，次のナレーターの言葉を待
つような姿が見られた。テキストをほとんど変えるこ
とのない状態で劇化した場合地の文が多くなってし
まう。理想とする劇は，登場人物の会話文や行動を通
して物語の内容を伝えていくものである。そのために
も子どもたちは，内容を理解することと登場人物の心
情を確かに読み取ることが重要となる。台本作りのポ
イントは私と子どもたちとの話し合いで出たものは以
下の点である。
・地の文を少なくし，登場人物の会話でストーリー
を進めるようにする。
・ストーリーの流れを，登場人物の会話として書き
換える。
・情景描写や場面の様子などは残し，心「青を表して
いる情景描写などは特に大切にする。
・位置関係，タイミング，動きを考える。
二つ目は，異学年同教材の時間を取り入れたことで
ある。本単元では「モチモチの木」を4年生がもう一
度学習し，「ごんぎつね」を 3年生も学習する時間をと
っている。異学年同教材の場面を作ることで，子ども
たちに必然性をもって異学年交流の形を作っていきた
いと考えた。4年生は3年生の「モチモチの木」の読
み取りを支え，3年生の問いかけから 4年生は「ごん
ぎつね」の読みを深めていく。3年生は知らないから
こそ言えること， 4年生は知っているからこそ言える
ことがある。そのためにも，子どもたちには自分の感
じたことを自分の言菓で語り合うことを大切にさせて
いる。そして，語り合ったことをもとにして台本を作
り，劇として発表したい。劇の完成をめざし，互いの
劇を見合う中で，自然な形で必要性をもった異学年の
交流を計画している。
三つ目は，習得から活用ではなく，まず活用からは
じめることである。今までの学習では，単元の目標を
達成するにあたり，教科書教材を丁寧に読み取ること
を優先させてきた。そうすることが，活用するために
重要だと考えていたからである。しかし，私自身の反
省として，習得する場面での課題は子どもたちからの
課題というよりも，教師が意医的に作り出した課題だ
った。子どもたちの初発の感想から汲み取ったものだ
としても，クラス全体の課題とは言い切れないものだ
った。そこで，まずは活用から始め， 自分たちで進め
ていく中で見つかる課題を全体の課題として話し合う
ことにした。物語を場面ごとにわけ，まずは劇化して
みる。そして，見つかった課題をクラス全体で話し合
い，もう一度劇に返る。必要性をもったサイクルで学
習を進めることで，子どもたちの自分たちで学習を進
めているという実感を大切にしたい。本当の必要性の
中から異学年で交流する姿がみられると考えた。
3. 2. 授業記録から
本実践では，何度も異学年で学習を深める場面が見
られた。 3年生の「モチモチの木」の読み取りに，4年
生の前年度の学習が生かされ，話し合いを通して 3年
生の理解が深まった場面。
「モチモチの木」 3場面の終わりから，4場面で夜中
に目を覚ました豆太がじさまの異変に気づく場面。実
際の劇をもとにして，位置関係に注目しながら，二人
の心情を話し合っていた。名前の前の番号は学年。
3年生： (3場面を演じ終わる）
③ う：劇を見た感想を教えてください。
④そうや ：みんな声が出ていていいと思うんやけど，
豆太とじさま力灘れすぎてると思うんやけ
ど。
④あやか：私も思った。教科書には「じさまのたばこ
くさいむねん中に鼻をおしつけて．．．」
って書いてるから二人力噛：るときはもっと
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近い方がいいと思う。
③う，③だいすけ：こんな感じかな。（実際にもう一
度演じてみる。）
このときゆうは寝ているだいすけの横から胸のとこ
ろに顔をもっていって寝る体制になっていた。アルフ
ァベットのTのような形。
図3:本文をもとに中心人物の位置を考える
④けんた：そうじゃなくて，（二人をの体を移動させな
がら）豆太はじさまに並んで横にくる感じ。
教科書にも書いてるけど，この家にはふと
んが一枚しかないってなってるやろ。だか
らその寝方やったら豆太は布団からはみ出
てしまう。冬やのに寒いやん。
3年生 ：（うなずきながら）ほんまや。
教師 4年生のみんなは教科書に書いていることをも
とにしているから分かりやすいね。
でも寒いからなら横に寝るだけでもいいやん。
なんでわざわざ「たばこくさいむねん中」に鼻
をおしつけるようにして寝るのかな。みんなや
ったらする。
応ね：わたしやったら，たばこのにおい苦手やから
せんかも。
③れな：でも，豆太はまだまだ小さくて怖がってるか
らじさまにすごいくつつくんとやと思うな。
このときは，豆太の苦手な夜やし。
教師 ：なるほどなぁ。演技するときの二人の場所から
も二人がどんなこと考えているのかがわかっ
てくるね。
この， 4年生からの位箇関係へのアドバイスから 3年
生の劇作りは大きく変わっていった。より心情を考え
た位置関係であったり，逆に位置関係からそのときの
心情を考える場面がたびたび見られるようになった。
4年生は，昨年度の自分たちの学習をいかしたアドバ
イスをすることができた。また同時に進めている「ご
んぎつね」ではごんと兵十の位置関係をもとに心情
を読み取っていたので自分たちが学習していること
を3年生に伝えるというとてもいい場面になった。
【子どもたちのノートから】
・④けんたが豆太の家にはふとんが一枚しかないから，
もっとくつついて寝るといってくれたのはとてもよ
かった。
・④けんたが，鼻をおしつけて一枚しか布団がないと
書いているから足をもっと近づけたらいいと思う。
・④けんたが，教科書に書かれている内容で話をして
いたことがよかった。私も真似したい。
図4:異学年の交流から深まる読み取り
4. 成果と課題
授業中の異学年交流を目指し，国語の学習では両学
年が物語文を学習する際，同じ視点での読み取りや，
単元を貫く言語活動として同じゴールを設定するなど
共通の部分を意図的に取り入れてきた。しかし，子ど
もたちにとっては交流の必要性がうすく，授業中の交
流に至ることはできなかった。また， 教材選びも重要
であることが見えてきた。教科書をそのままの順序で
行うことにこだわらず，4年生と 3年生をどちらも戦
争を題材にした物語でそろえることで，子どもたちの
かかわり は大きく変化することが考えられる。実際に，
二つ目の実践では3年生と 4年生の教材を共通点の多
いものにそろえることで，子どもたちの交流する姿勢
は大きく変化した。また，同じ教材をともに扱う時間
をもつことでより深い読み取りにつながることができ
た。
ただ，本校の複式学級において異学年交流がないこ
とは， 1年生のころから積み上げてきた自分たちで学
習を進めていく文化によるものもあり，一概には否定
をすることができない。しかし，複式学級だからこそ
できるという学習のかたちが異学年の交流にはある。
そんな学習を， 子どもたちと楽しみながら模索してい
きたい。
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